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日
建
連
建
築
技
術
開
発
委
員
会
（
委
員
長
・
則
久
芳

行
三
井
住
友
建
設
社
長
）は
こ
の
た
び
、
平
成
二
十
五

年
度
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
を
取
り
ま
と
め
た
。

　

日
建
連
発
行
『
建
設
業
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
２
０
１
３
』

で
は
建
設
業
の
研
究
開
発
に
つ
い
て
、「
他
産
業
に
比

べ
少
な
い
が
、
大
手
企
業
の
中
に
は
年
間
約
一
〇
〇
億

円
の
研
究
費
を
投
じ
る
企
業
も
あ
る
。
ま
た
、
大
手
企

業
の
多
く
は
独
自
に
研
究
所
を
有
し
て
い
る
。（
後

略
）」
と
記
述
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
認
識
は
一
般
的
で

あ
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
も
う
一
歩
進
め
て
さ
ら
に
詳

し
い
情
報
が
提
供
さ
れ
て
い
な
い
の
が
実
情
で
あ
る
。

　

本
ア
ン
ケ
ー
ト
は
、
こ
う
し
た
状
況
を
受
け
、
同
委

員
会
研
究
開
発
管
理
専
門
部
会
が
建
設
業
に
対
す
る
社

会
の
理
解
促
進
の
一
環
と
し
て
、『
建
設
業
の
研
究
開

発
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
』
を
平
成
二
十
四
年
度

か
ら
実
施
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
の
対
象
企
業
は
、
建
築
本
部
の
委
員
会

に
参
加
す
る
法
人
会
員
六
四
社
で
あ
る
。
調
査
対
象
は

平
成
二
十
五
年
三
月
三
十
一
日
時
点
の
状
況
で
あ
り
、

財
務
関
係
事
項
に
つ
い
て
は
、
平
成
二
十
五
年
三
月

三
十
一
日
ま
た
は
こ
の
直
近
か
ら
さ
か
の
ぼ
る
一
年
間

分
が
対
象
で
あ
る
。
回
答
し
た
企
業
は
四
四
社
で
あ
る
。

　

最
初
に
研
究
開
発
の
実
施
の
状
況
で
あ
る
が
、
研
究

開
発
は
三
六
社
が
実
施
し
て
い
る
。
そ
の
う
ち
三
五
社

が
社
内
で
の
実
施
で
、
一
社
だ
け
が
委
託
に
よ
る
研
究

開
発
を
行
っ
て
い
る
。
技
術
研
究
所
も
し
く
は
技
術
セ

ン
タ
ー
な
ど
の
研
究
開
発
専
門
部
署
を
有
す
る
企
業
は

三
四
社
で
あ
り
、
実
験
施
設
を
有
す
る
企
業
は
二
九
社

で
、
知
的
財
産
管
理
部
署
を
有
す
る
企
業
は
三
一
社
で

あ
る
。

　

次
に
人
員
の
状
況
で
あ
る
が
、
研
究
員
の
総
数
は
一
、

六
九
五
人
で
あ
る
。
対
全
従
業
員
数
と
の
比
率
は
一
・

九
％
で
、
ほ
ぼ
五
〇
人
に
一
人
が
研
究
員
と
い
う
こ
と

に
な
る
。
図
１
の
円
グ
ラ
フ
は
企
業
別
の
研
究
員
数
で

あ
る
。
一
〇
人
か
ら
五
〇
人
未
満
の
企
業
が
最
も
多
く
、

全
体
の
四
四
％
で
あ
る
。
最
多
は
二
九
七
人
、
最
少
は

二
人
で
あ
る
。

　

研
究
開
発
費
の
状
況
で
は
、
平
成
二
十
五
年
度
の
研

究
開
発
費
の
調
査
結
果
の
合
計
が
約
五
五
三
億
円
で
あ

る
。
売
上
高
に
対
す
る
比
率
は
〇
・
五
七
％
で
、
総
利
益

の
ほ
ぼ
一
割
弱
が
研
究
開
発
費
で
あ
る
と
い
え
る
。

　

段
階
別
で
は
、
基
礎
研
究
一
一
％
、
応
用
研
究
二
六

％
、
技
術
開
発
六
三
％
と
、
技
術
開
発
の
比
重
が
大
き

い
。
期
間
別
で
は
、
短
期
テ
ー
マ
七
〇
％
、
中
長
期
テ

ー
マ
三
〇
％
で
あ
る
。
こ
こ
で
い
う
短
期
と
は
、
二
年

以
内
に
終
了
す
る
テ
ー
マ
の
こ
と
で
あ
る
。
建
築
と
土

建
設
業
に
お
け
る

研
究
開
発
の
現
況

n i k k e n r e n  a c t i o n  r e p o r t n i k k e n r e n  a c t i o n  r e p o r t

─
建
設
業
の
研
究
開
発
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
ま
と
ま
る
─

木
の
別
で
は
、
建
築
五
五
％
、
土
木
三
六
％
、
共
同
九

％
と
な
っ
て
い
る
。

　

研
究
開
発
テ
ー
マ
は
、「
地
球
環
境
」「
安
全
・
安
心
」

「
品
質
・
生
産
性
向
上
」「
快
適
・
健
康
」「
そ
の
他
」
を

大
分
類
と
し
、
各
々
に
中
分
類
を
設
定
し
た
。

　

ま
た
、
研
究
開
発
テ
ー
マ
数
の
調
査
結
果
の
合
計
は

二
、二
〇
五
件
で
あ
る
。

　

研
究
員
一
人
あ
た
り
の
開
発
テ
ー
マ
数
は
平
均
で
約

一
・
三
テ
ー
マ
で
あ
る
。

　

図
２
の
円
グ
ラ
フ
は
、
平
成
二
十
五
年
度
の
研
究
開

発
の
テ
ー
マ
件
数
を
大
分
類
ご
と
に
合
計
し
、
全
テ
ー

マ
数
に
占
め
る
比
率
を
表
示
し
た
も
の
で
あ
る
。「
品

質
・
生
産
性
向
上
」
が
最
も
多
く
四
六
％
で
あ
り
、
次

に
「
安
全
・
安
心
」
が
二
四
％
、「
地
球
環
境
」
が
一
六

％
で
あ
る
。

　

以
上
は
一
般
的
な
テ
ー
マ
の
構
成
比
率
で
あ
る
が
、

あ
る
特
定
の
分
野
の
テ
ー
マ
の
比
率
が
多
い
企
業
は
そ

の
技
術
分
野
を
重
視
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

そ
の
状
況
を
示
し
た
の
が
図
３
の
横
棒
グ
ラ
フ
で
あ

り
、
各
社
の
研
究
開
発
費
の
テ
ー
マ
の
大
分
類
で
の
構

成
比
率
で
あ
る
。
合
計
一
〇
億
円
以
上
の
研
究
開
発
費

の
企
業
は
各
分
野
に
投
資
し
て
い
る
が
、
そ
れ
以
下
の

企
業
で
は
、
特
定
の
分
野
へ
の
投
資
が
多
い
傾
向
が
あ

る
。
そ
れ
が
五
〇
％
以
上
と
な
る
企
業
は
、
三
五
社
中

二
〇
社
で
あ
り
、
一
六
社
が
「
品
質
・
生
産
性
向
上
」

二
社
が「
地
球
環
境
」、
二
社
が「
安
全・安
心
」
で
あ
る
。

　

次
に
、
注
力
し
て
い
る
テ
ー
マ
の
状
況
で
あ
る
。
図

４
〜
８
の
五
点
の
グ
ラ
フ
は
注
力
す
る
中
分
類
で
、
平

テ
ー
マ
数
の
合
計
は
二
、二
〇
五
件

会
員
企
業
三
六
社
が
研
究
開
発
を
実
施
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図3　研究開発費の分野別比率（企業別）
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エ
ネ
ル
ギ
ー
」「
生
態
系
保
全（
生
物
多
様
性
）」
が
減
少

し
て
お
り
、「
緑
化
・
ヒ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
対
策
」
が
若

干
増
加
し
て
い
る
。

　

安
全
・
安
心
の
分
野（
図
５
）で
は
、「
地
震
対
策
（
地

上
：
耐
震
、
制
震
、
免
震
）」
が
二
七
社
で
回
答
社
数
の

六
〇
％
を
占
め
て
い
る
。
次
い
で
「
地
震
対
策（
地
下
：

杭
、
基
礎
、
地
盤
、
地
震
動
）」「
地
震
対
策（
非
構
造
部

材
：
天
井
、
カ
ー
テ
ン
ウ
ォ
ー
ル
な
ど
）」「
津
波
対
策
」

「
Ｂ
Ｃ
Ｐ
・
リ
ス
ク
評
価
」「
構
造
解
析
」
で
あ
る
。
平
成

二
十
四
年
度
か
ら
の
推
移
で
は
、「
地
震
対
策（
地
上
）」

が
増
加
し
、「
地
震
対
策（
地
下
）」
が
減
少
し
た
。「
地

成
二
十
四
年
度
か
ら
の
推
移
を
示
し
て
い
る
。

　

平
成
二
十
五
年
度
は
、地
球
環
境
の
分
野（
図
４
）で

は
、「
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
Ｃ
Ｏ
２
削
減（
エ
ネ
ル
ギ
ー
管
理

（
Ｂ
Ｅ
Ｍ
Ｓ
、ス
マ
ー
ト
グ
リ
ッ
ド
等
）
含
む
）」
を
挙
げ

た
企
業
が
一
八
社
で
あ
り
、
回
答
社
数
の
半
数
近
く
を

占
め
て
い
る
。
次
い
で
「
除
染
技
術
」「
土
壌
浄
化
・
水

質
浄
化
」「
廃
棄
物
処
理
・再
資
源
化
」「
新
エ
ネ
ル
ギ
ー

（
太
陽
光
、風
力
、
バ
イ
オ
マ
ス
他
）」「
緑
化
・
ヒ
ー
ト
ア

イ
ラ
ン
ド
対
策
」
で
あ
る
。
平
成
二
十
四
年
度
か
ら
の

推
移
で
は
、「
除
染
技
術
」
が
新
項
目
で
あ
る
。「
土
壌

浄
化
・
水
質
浄
化
」「
廃
棄
物
処
理
・
再
資
源
化
」「
新

震
対
策
（
非
構
造
部
材
）」、「
津
波
対
策
」、「
Ｂ
Ｃ
Ｐ
・

リ
ス
ク
評
価
」
は
変
わ
ら
ず
、「
構
造
解
析
」
が
減
少
し

て
い
る
。

　

品
質
・
生
産
性
向
上
の
分
野（
図
６
）で
は
、「
コ
ン
ク

リ
ー
ト
」
が
最
も
多
く
、次
い
で
「
施
工
管
理（
Ｉ
Ｔ
化

施
工
等
）」「
地
上
構
工
法
」
で
あ
る
。「
地
盤
・
岩
盤
・

基
礎
」「
維
持
保
全
」「
地
下
構
工
法
」「
ロ
ボ
ッ
ト
・
自

動
化
施
工
」「
仕
上
げ
材
料
」、
そ
の
他
材
料
等
、
す
べ

て
の
分
類
項
目
に
回
答
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
平
成

二
十
四
年
度
か
ら
の
推
移
で
は
、回
答
が
顕
著
に
増
加

し
た
分
野
は
「
地
上
構
工
法
」「
施
工
管
理
（
Ｉ
Ｔ
化
施

工
等
）」「
地
盤
・
岩
盤
・
基
礎
」
で
、
逆
に
減
少
し
た
分

野
は
「
コ
ン
ク
リ
ー
ト
」「
ロ
ボ
ッ
ト
・
自
動
化
施
工
」

「
維
持
保
全
」
で
あ
る
。

　

快
適
・
健
康
の
分
野（
図
７
）で
は
、「
音
・振
動
環
境
」

を
選
択
し
た
企
業
が
最
も
多
く
、
次
い
で
「
温
度
・
湿

度
・
光
環
境
」「
空
気
環
境
」
と
な
っ
て
い
る
。

　

そ
の
他
の
分
野（
図
８
）
で
は
、「
Ｂ
Ｉ
Ｍ
関
連
技
術
」

を
挙
げ
た
企
業
が
最
も
多
く
、次
い
で
「
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ

ン
グ
技
術
（
生
産
施
設
、
医
療
施
設
、
研
究
施
設
等
の

関
連
技
術
）」
で
あ
る
。

　

各
分
野
に
お
い
て
各
社
が
挙
げ
た
項
目
で
、
も
っ
と

も
多
か
っ
た
分
野
は
安
全
・
安
心
の
「
地
震
対
策
（
地

上
）」
で
二
七
社
、
次
い
で
地
球
環
境
の
「
省
エ
ネ
ル
ギ

ー
・
Ｃ
Ｏ
２
削
減
」
で
一
八
社
、
品
質
・
生
産
性
向
上
の

「
コ
ン
ク
リ
ー
ト
」
で
一
七
社
と
な
っ
て
い
る
。
平
成

二
十
四
年
度
の
結
果
で
は
、「
地
震
対
策（
地
上
）」
と

「
コ
ン
ク
リ
ー
ト
」
が
同
数
で
あ
っ
た
が
、
平
成
二
十
五

年
度
で
は
「
地
震
対
策（
地
上
）」
を
注
力
分
野
と
す
る

企
業
数
が
多
く
な
っ
た
。

　

社
内
で
研
究
開
発
を
実
施
し
て
い
る
会
社
三
五
社
の

内
、
震
災
復
興
に
関
す
る
研
究
開
発
を
行
っ
て
い
る
会

社
は
六
三
％
で
あ
る
。
平
成
二
十
四
年
度
は
八
三
％
で

あ
っ
た
。
こ
こ
一
年
間
で
「
除
染
技
術
」「
地
震
対
策
」

「
津
波
対
策
」
な
ど
の
技
術
開
発
が
終
了
し
て
リ
リ
ー

ス
（
公
表
）
さ
れ
る
な
ど
、
震
災
復
興
に
関
す
る
テ
ー

マ
は
一
段
落
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

次
に
成
果
の
リ
リ
ー
ス
の
状
況
で
あ
る
。
図
９
は
成

果
を
リ
リ
ー
ス
し
た
件
数
で
あ
る
。
リ
リ
ー
ス
件
数
の

総
数
は
四
八
〇
件
で
あ
り
、
分
野
別
リ
リ
ー
ス
件
数
と

し
て
は
、
最
も
多
い
分
野
は
「
地
球
環
境
」
で
一
三
九

件
、
次
い
で
「
品
質
・
生
産
性
向
上
」
で
一
二
四
件
、

「
安
全
・
安
心
」
で
一
一
八
件
、「
快
適
・
健
康
」
で
二
九

件
で
あ
る
。

　

こ
れ
は
、
前
年
度
・
平
成
二
十
四
年
度
の
リ
リ
ー
ス

総
数
七
五
三
件
に
対
し
て
、
二
七
三
件
の
減
少
と
な
っ

て
い
る
。
全
体
の
リ
リ
ー
ス
件
数
に
対
す
る
分
野
別
リ

リ
ー
ス
件
数
の
比
率
を
前
年
度
と
比
較
す
る
と
、
本
年

度
に
お
い
て
は
「
地
球
環
境
」
の
比
率
が
七
％
増
加
し

て
お
り
、「
地
球
環
境
」
に
対
す
る
発
注
者
や
社
会
の
関

心
が
高
ま
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

研
究
開
発
を
実
施
し
て
い
る
企
業
の
九
四
％
が
、
共

同
研
究
・
委
託
研
究
な
ど
大
学
・
企
業
等
と
の
連
携
を

行
っ
て
い
る
。

　
『
建
設
業
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
２
０
１
３
』
で
は
「
近
年
の

大
手
企
業
の
研
究
開
発
で
は
、
地
震
対
策
や
環
境
関
連

の
ほ
か
、
高
層
ビ
ル
の
解
体
技
術
、
効
率
的
な
改
修
方

法
な
ど
維
持
更
新
関
連
等
、
新
た
な
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応

が
加
速
し
て
い
る
」
と
そ
の
文
を
結
ん
で
い
る
。
本
稿

は
、
会
員
企
業
の
研
究
開
発
の
規
模
や
、
そ
の
取
り
組

み
方
、
注
力
し
て
い
る
分
野
な
ど
に
つ
い
て
の
状
況
の

一
半
を
紹
介
し
た
。
今
後
も
建
設
業
の
技
術
開
発
で
ど

ん
な
新
技
術
が
誕
生
す
る
か
楽
し
み
で
あ
る
。
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a-1 省エネルギー・CO2削減

a-2 新エネルギー

a-3 生態系保全

a-4 緑化、ヒートアイランド対策

a-5 土壌浄化、水質浄化

a-6 廃棄物処理、再資源化

a-7 除染技術

a-8 その他
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図4 特に注力している分野　a）地球環境
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d-1 音、振動環境

d-2 温度、湿度、光環境

d-3 空気環境

d-4 電磁波、放射線

d-5 その他

平成24年度 平成25年度

0 5 10 15 20 25 30

図7　特に注力している分野　d）快適・健康
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e-1 設計計画論

e-2 BIM関連技術
（建物内、都市計画等）

e-3 エンジニアリング技術

e-4 その他
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図8　特に注力している分野　e）その他

図9　成果のリリース件数
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b-1 地震対策（地上）

b-2 地震対策（地下）

b-3 地震対策（非構造部材）

b-4 地震対策（その他）

b-5 津波対策

b-6 気象災害対策

b-7 風対策

b-8 火災対策
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b-10 BCP、リスク評価
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図5 特に注力している分野　b）安全・安心
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c-1 コンクリート

c-2 仕上げ材料

c-3 その他材料

c-4 地上構工法

c-5 地下構工法

c-6 施工管理

c-7 ロボット、自動化施工

c-8 地盤、岩盤、基礎

c-9 維持保全

c-10 その他
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図6 特に注力している分野　c）品質・生産性向上
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